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山口県立山口博物館研究報告　第42号　59〜78頁　2016年3月

　
新
収
「
吉
田
松
陰
文
書
」
に
つ
い
て

山
田
　
　
稔（
１
）・
荒
巻
　
直
大（
２
）

　

本
稿
は
、
横
浜
市
在
住
の
熊
澤
喜
章
氏
か
ら
、
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
付
け

で
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
七
点
の
資
料
の
う
ち
、
吉
田
松
陰
文
書
五
点
を
紹
介
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
「
吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
（
中
谷
本
）
」
や
『
吉
田
松
陰
全
集
』
未
収

録
の
書
簡
一
点
な
ど
、
い
ず
れ
も
松
陰
の
事
跡
を
た
ど
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。

　

１　

吉
田
松
陰
書
簡　

杉
梅
太
郎
宛　
　

安
政
二
年
三
月
八
日

　

２　

吉
田
松
陰
書
簡　

月
性
宛　
　
　
　

安
政
五
年
一
月
十
一
日

　

３　

吉
田
松
陰
書
簡　
　
　
　
　
　
　
　

安
政
五
年
八
月
十
九
日

　

４　

吉
田
松
陰
詩
書　

贈
福
川
犀
之
助　

安
政
六
年
五
月
二
十
四
日

　

５　

吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
（
中
谷
本
）　

安
政
六
年
五
月
二
十
四
日

　

こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
喜
章
氏
の
父
・
善
三
郎
氏
（
一
九
二
六
―
二
〇
〇
二
）
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
善
三
郎
氏
は
、
会
社
経
営
の
傍
ら
、
佐
久
間
象
山
・
吉

田
松
陰
の
研
究
に
打
ち
込
ま
れ
、
卓
越
し
た
鑑
定
眼
で
資
料
蒐
集
に
当
た
ら
れ
た
。

今
回
の
寄
贈
は
、
将
来
然
る
べ
き
場
所
・
機
関
等
へ
納
め
る
よ
う
に
、
と
い
う
善

三
郎
氏
の
生
前
の
意
思
に
子
息
が
従
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
各
文
書
の
釈
文
・
解
題
を
記
し
た
。
漢
詩
の
釈
文
・
訓
読
は
荒
巻
が
分

担
し
た
。
写
真
は
、
末
尾
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。
ま
た
、
釈
文
等
の
作
成
に
際

し
て
は
、
毛
利
博
物
館
顧
問
小
山
良
昌
氏
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
三
宅
紹
宣
氏
、

山
口
県
文
書
館
嘱
託
吉
積
久
年
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

１　

吉
田
松
陰
書
簡　

杉
梅
太
郎
宛　
　

安
政
二
年
三
月
八
日　
　

一
幅

紙
本
墨
書　
　

一
三
・
五
×
五
四
〇
・
〇

（
松
陰
在
野
山
獄
、
杉
在
萩
）

（『
全
集
』
未
収
録
／
参
考
・「
松
本
源
四
郎
に
與
ふ
」（『
全
集
』

（
定
本
版
）
第
五
巻
三
二
九
頁
／
（
大
衆
版
）
第
七
巻
三
六
一

頁
所
収
）

　

松（
源
四
郎
）本生

肥
後
遊
学
幸
便
ニ
付
、
田
（
宮
部
鼎
蔵
）

城
子
へ
一
書
御
遣
被
成
候
由
奉
承
知
候
、
松

本
生
事
、
東
遊
中
折
々
相
会
候
処
、
御
存
知
之
通
、
没
文
漢
且
才
気
尫
弱
惜
む
へ

き
事
ニ
御
座
候
、
併
善
男
子
何
卒
少
し
な
り
と
も
得
る
所
有
之
か
と
御
同
様
奉
存

候
、
田
城
子
の
徒
有
志
人
多
ク
彼
党
ニ
薫
陶
サ
レ
、
万
ニ
一
ツ
も
志
ヲ
起
し
候

ハ
ヽ
是
亦
望
外
之
大
幸
、
旁
田
城
子
へ
御
頼
被
成
候
方
宜
様
ニ
相
考
候
、
○
松
本

生
へ
永
鳥
三
平
を
尋
ね
候
へ
と
御
申
可
被
成
候
、
永
鳥
後
進
ヲ
励
し
候
義
、
長
所

ニ
御
座
候
、
此
一
義
雖
田
城
子
不
能
及
也
、
○
丸
山
運
助
及
ひ
今
村
某
・
田
城
子

之
弟
大
輔
其
外
同
志
之
人
々
孰
も
不
相
替
英
気
勃
々
想
像
仕
候
、
近
作
新
論
有
之

候
ハ
ヽ
承
り
帰
り
候
へ
と
御
申
奉
頼
候
、
○
劣
弟
相
替
事
も
無
之
、
唯
善
寝
善
食
、

幽
囚
中
開
一
乾
坤
、
如
為
終
身
平
生
之
志
消
磨
し
尽
シ
、
無
復
可
言
者
と
御
申
遣

奉
頼
候
、
○
赤
川
淡
水
諸
子
東
遊
之
事
御
申
遣
奉
頼
候
、
轟
（
武
兵
衛
、
熊
本
藩
士
）

木
・
松
（
重
助
、
熊
本
藩
士
）

田
・
佐
（
淳
二
郎
、
熊
本
藩
士
）々

今

以
在
于
東
歟
御
尋
奉
頼
候
、
○
幽
囚
録
一
本
録
贈
仕
度
候
へ
共
、
松
本
生
十
日
ニ

出
立
ニ
候
へ
ハ
写
し
候
手
間
無
之
、
残
念
ニ
御
座
候
、
先
是
ハ
可
附
後
便
乎
、
○

読
靖（
浅
見
絅
斎
の
書
）

献
遺
言
詩
、
小
児
之
寝
言
不
足
見
候
得
共
、
先
達
印
分
封
内
へ
御
入
奉
頼
候
、

○
扨
天
下
之
大
機
会
を
失
ひ
候
後
、
田
城
・
永
鳥
諸
君
何
等
之
所
ニ
力
ヲ
致
し
候

哉
、
面
話
致
候
ハ
ヽ
、
定
て
合
苻
ニ
可
有
之
と
ハ
相
考
候
得
共
、
松
本
生
な
と
與

り
知
る
所
ニ
無
之
、
其
定
算
を
聞
く
事
不
相
成
遺
憾
此
事
ニ
御
座
候
、
併
野（
野
山
獄
）山の

囚
奴
亦
何
言
哉
眠
食
之
外
無
所
謀
也
呵
々
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三
（
安
政
二
年
）

月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

頑
弟 

寅（
松
陰
）二

肥
国
諸
友
哭
渋
（
金
子
重
輔
）

生
詩
歌
作
り
呉
候
様
、
先
書
ニ
も
御
頼
被
成
遣
候
間
、
何
卒
松
本

生
帰
り
候
節
取
帰
り
候
様
、
生
へ
も
深
ク
御
嘱
託
奉
頼
候
、
藤
井
百
合
吉
ハ
肥
後

へ
ハ
永
ク
ハ
滞
リ
不
申
哉
、
扨
宮
部
ニ
て
尋
候
ヘ
ハ
直
ニ
相
分
候
間
、
池
部
宅
ハ

熊
本
御
郭
内
山
崎
ト
カ
申
所
と
覚
申
候

　
　
　
　

家
（
杉
梅
太
郎
）
伯
教
兄

　
　
　
　
　
　
　

座
下

《
解
題
》

　

野
山
獄
中
の
松
陰
が
、
兄
梅
太
郎
に
宛
て
た
書
簡
。
長
州
藩
天
文
暦
数
師
範
・

松
本
源
四
郎
の
熊
本
遊
学
に
関
連
し
た
内
容
で
、
松
本
の
熊
本
行
に
際
し
て
、
幸

便
と
し
て
宮
部
鼎
蔵
へ
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
や
、
獄
中
の
松
陰
の
様
子
と
心
情
が

記
さ
れ
て
い
る
。
松
陰
は
、
松
本
に
文
才
が
無
く
、
体
力
・
気
力
も
弱
々
し
い
が
、

人
物
は
善
い
ゆ
え
、
修
業
先
で
何
か
少
し
で
も
得
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
松
陰
の
言
う
「
人
賢
愚
あ
り
と
雖
も
、
各
々
一
、
二
の
才
能
な
き

は
な
し
、
湊
合
し
て
大
成
す
る
時
は
必
ず
全
備
す
る
所
あ
ら
ん
。
是
れ
亦
年
来
人

を
閲
し
て
実
験
す
る
所
な
り
。
人
物
を
棄
遺
せ
ざ
る
の
要
術
、
是
れ
よ
り
外
復
た

あ
る
こ
と
な
し
」
（
「
福
堂
策 

上
」
）
に
通
じ
て
い
る
。

　

本
書
簡
は
、
『
吉
田
松
陰
全
集
』
（
以
下
、
『
全
集
』
と
表
記
）
に
未
収
録
の

資
料
で
あ
る
。
な
お
、
松
陰
が
、
松
本
の
旅
立
ち
に
際
し
て
贈
っ
た
「
松
本
源
四

郎
に
與
ふ
」
が
、
『
全
集
』
（
定
本
版
・
第
五
巻
三
二
九
頁
、
大
衆
版
・
第
七
巻

三
六
一
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

２　

吉
田
松
陰
書
簡　

月
性
宛　
　

安
政
五
年
一
月
十
一
日　
　

一
幅

紙
本
墨
書　
　

二
三
・
五
×
三
四
・
〇

（
松
陰
在
萩
松
本
、
月
性
在
周
防
国
遠
崎
）

（
福
本
義
亮
氏
旧
蔵
、『
全
集
』（
定
本
版
）
第
六
巻
三
頁
／
（
大

衆
版
）
第
八
巻
三
二
頁
所
収
）

　

今
早
清
水
出
足
也　
　

十
一
日
追
啓　
　

寅

昨
夜
中
谷
正
亮
事
清（
図
書
）水
氏
へ
罷
越
、
幕
府
弥
異
夷
ニ
臣
た
ら
は
二
国
丈
ケ
不
同
意

可
然
と
申
事
、
井
蛙
ノ
見
ヲ
捨
テ
飛
耳
長
目
ヲ
務
ム
ヘ
シ
と
申
事
論
候
所
、
清
水

氏
も
大
ニ
喜
、
決
心
之
色
眉
睫
ニ
見
レ
候
由
今
早
正
亮
来
話
仕
候
、
只
弾（
益
田
）正
大
夫

已
下
之
議
論
気
遣
敷
候
故
、
昨
夜
道
（
中
村
道
太
郎
）
太
・
松
（
土
屋
矢
之
助
）
如
へ
簡
候
に
、
松
如
来
り
徹
宵
談
申

候
、
二
人
ニ
て
政
府
へ
説
シ
一
定
之
議
論
ヲ
早
速
清
水
迄
申
遣
候
筈
ニ
御
座
候
、

何
分
此
間
不
可
無
上
人
不
可
無
秋
良
只
御
出
錫
ヲ
相
待
候
の
ミ
、
其
内
四
人
之
新

聞
被
為
在
候
ハ
ヽ
御
報
知
奉
待
候
、
僕
も
清
水
へ
與
一
書
候
蘭
書
墨
使
ヲ
以
テ
張

儀
・
新
衍
垣
ニ
比
し
清
水
ニ
攻
ム
ル
ニ
屈
平
・
魯
連
ヲ
以
テ
シ
候
、
餘
り
妄
論
候

御
序
ニ
御
教
示
可
被
下
候

《
解
題
》

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
月
十
日
付
け
月
性
宛
書
簡
（『
全
集
』（
定
本
版
）

第
六
巻
二
頁
）
の
「
追
伸
」
で
あ
る
。
定
本
版
『
全
集
』
で
は
本
文
と
追
伸
が
別

扱
い
で
あ
る
が
、
大
衆
版
で
は
一
連
の
書
簡
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
幕
政
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
日
米
通
商
条
約
の
締
結
を
め
ぐ
る
内
容
で
、

松
陰
は
本
文
の
中
で
「
六
十
四
国
は
墨
に
な
り
候
と
も
二
国
（
長
門
・
周
防
）

に
て
守
返
し
候
様
仕
ら
で
は
日
頃
の
慷
慨
も
水
の
泡
と
存
じ
候
」
と
述
べ
て
い
る
。

追
伸
冒
頭
の
事
柄
は
、
一
月
九
日
付
け
清
水
図
書
宛
書
簡
（『
全
集
』（
大
衆
版
）

第
八
巻
二
八
頁
所
収
）
を
参
照
。
松
陰
は
月
性
と
会
っ
て
議
論
を
交
わ
し
た
い
と

願
い
、
二
月
二
十
五
日
、
月
性
は
萩
で
松
陰
に
面
会
し
て
い
る
。

　

外
題
は
「
松
陰
先
生
與
僧
月
性
尺
牘
」
。
箱
書
き
は
、（
蓋
表
）「
松
陰
先
生
與

僧
月
性
尺
牘
」、（
蓋
裏
）「
丁
卯
首
春
素
軒
八
十
六
叟
観
并
題
（
印
）」。
い
ず
れ

も
野
村
素
介
（
一
八
四
二
―
一
九
二
七
）
の
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
直
筆
で

あ
る
。
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３　

吉
田
松
陰
書
簡　
　

安
政
五
年
八
月
十
九
日　
　
　

一
巻

紙
本
墨
書　
　

一
五
・
〇
×
一
一
二
・
〇

（
松
陰
在
萩
、
宛
不
明
（
高
杉
か
土
屋
か
））

（
松
浦
松
洞
・
吉
田
栄
太
郎
宛
、
品
川
弥
二
郎
代
筆
＝
『
全
集
』

（
定
本
版
）
第
六
巻
七
九
頁
／
（
大
衆
版
）
第
八
巻
九
二
頁
所

収
の
原
本
。
楫
取
素
彦
「
序
」
と
合
装
。）

（
印
）

予
家
與
吉
田
氏
為
姻

戚
毎
親
族
相
会
松
陰
必

在
座
後
松
陰
被
譴
責

与
他
人
絶
交
通
以
筆

代
舌
以
暢
其
意
是
以

其
手
簡
在
予
家
者

極
多
矣
然
而
其
断
簡

零
墨
亦
為
他
人
所
要

求
殆
則
無
所
遺
頃

者
磯
村
兄
過
予
求

遺
墨
捜
筐
底
僅
得

此
而
紙
尾
無
署
名
予

亦
不
能
知
為
簡
何
人
者

簡
中
所
歴
記
皆
当
時
之

有
志
者
而
兮
無
一
人
之
存

者
如
不
肖
予
碌
々
不
死

把
筆
惘
然
耳

　

明
治
四
十
年
初
夏

　
　

畊
堂
老
人
楫
（
楫
取
素
彦
）

取
哲
識

　
　
　
　
　

（
印
）（
印
）

《
訓
読
》

予よ

が
家
、
吉
田
氏
と
姻い
ん
せ
き戚
と
為な

り
、
親
族
相
い
会
す
る
ご
と
に
松
陰
必
ず
座
後
に

在
り
。
松
陰
譴け
ん
せ
き責
せ
ら
る
る
や
、
他
人
と
交
通
を
絶
ち
筆
を
以
て
舌
に
代か

え
、
以

て
そ
の
意
を
暢の

ぶ
。
是こ
こ

を
以
て
そ
の
手し
ゅ
か
ん簡
予
が
家
に
在
る
者
極
め
て
多
し
。
然し
か

り

而し
こ
うし
て
そ
の
断だ
ん
か
ん簡
零れ
い
ぼ
く墨
亦ま

た
他
人
の
要
求
せ
ら
る
る
所
と
為
り
、
殆ほ
と
んど
即
ち
遺の
こ

す

所
無
し
。
頃こ
の
ご
ろ者

磯
村
兄
過
す
ぐ
る
ひ予

に
遺い
ぼ
く墨

を
求
む
。
筺き
ょ
う
て
い底を

捜
す
に
僅わ
ず

か
に
此こ
れ

を
得
る
。

紙し
び

尾
に
署
名
無
し
。
予
亦ま

た
簡か
ん

の
何な
ん
ぴ
と人

の
物
た
る
か
を
知
る
能
わ
ず
。
簡
中
に
歴れ
き
き

記
す
る
所
、
皆
当
時
の
志
有
る
者
に
し
て
一
人
の
存
す
る
者
無
し
。
如も

し
不ふ
し
ょ
う肖

予
、

碌ろ
く
ろ
く々

と
し
て
死
せ
ず
ん
ば
筆
を
把と

り
て
、
惘ぼ
う
ぜ
ん然

た
る
の
み
。

　

明
治
四
十
年
初
夏

　
　

畊こ
う

堂
老
人
楫
取
哲
識

本
月
十
五
日
直（

時
山
）八

帰
ル
、
今
十
八
日
朝
松（
杉
山
）介

・
仙（
国
司
）吉

帰
ル

口（
徳
祐
）羽
気
分
冝
シ
、
過
日
寺
社
奉
行
ト
ナ
ル
由
、
先
是
良（
来
原
）蔵
為
御
祐
筆
、
桂
　
（
小
五
郎
）為
大
撿

使
、
赤
川
直（
淡
水
）
二
郎
ハ
官（
明
倫
館
）中ノ
舎
長
ト
ナ
ル
、
皆
々
縄
ニ
テ
縛
り
た
る
也

尾
張
、
水
戸
へ
内
勅
降
り
候
由
、
難
有
御
文
体
此
議
ハ
徳
川
一
家
之
事
ニ
非
ザ
レ

バ
、
三
家
々
門
衆
議
之
上
外
大
諸
侯
へ
も
議
が
廻
り
可
申
ハ
必
然
な
り
、
其
期
ニ

至
り
観
望
持
重
有
之
而
は
済
ヌ
コ
ト
ト
考
へ
、
此
事
追
々
論
ス
ル
積
也

玄
瑞
身
上
之
事
、
此
地
下
も
直
二
郎
・
瑞（
松
島
）益
其
外
往
々
議
論
ア
リ
、
当
分
在
京
被

差
免
カ
諸
国
修
行
被
差
免
カ
ノ
二
ツ
ニ
致
度
候
、
併
未
タ
政
府
之
論
不
承
候

貴
邸
俗
論
沸
騰
之
由
、
直
八
よ
り
承
候
、
加
之
工
藤
上
洛
如
塗
塗
附
何
卒
一
策
ニ

テ
御
除
被
成
度
候

今
日
ハ
流（
山
鹿
流
）儀ノ

操
習
ニ
て
大
井
浜
え
皆
々
出
張
、
銃
陣
短
兵
隊
等
有
之
也
、
此
起

り
ハ
堅
田
家
来
河
内
記（
紀
）令

大
ニ
奮
発
、
二
十
六
人
程
壮
士
ヲ
知
行
所
よ
り
召
出
し
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練
兵
ヲ
頼
ミ
、
当
月
朔
日
よ
り
於
松
下
塾
日
操
致
候
よ
り
之
事
也
、
亦
一
盛
事
飯

田
正
伯
も
旌
役
ト
ナ
ル
亦
一
奇
ニ
非
ス
ヤ
長
崎
ヘ
ハ
山
田
七（
顕
義
父
）兵衛

其
外
十
人
程
行
、

軍
艦
製
造
ヲ
目
的
ト
シ
テ
之
役
配
夫
々
有
之
、
是
ハ
最
早
委
細
御
存
と
相
考
、
委

敷
不
申
上
候

小（
融
蔵
）国
・
剛（
松
島
）蔵
此
内
帰
着
九
州
談
肥
後
大
俗
論
中
一
種
之
可
頼
も
の
ア
リ
、
是
ハ
秘

説
宮（
鼎
蔵
）部
よ
り
中（
正
亮
）谷
へ
之
書
直（
時
山
）八
よ
り
贈
ル
筈
也
、
不
知
書
中
所
言
、
肥
前
随
分
奮

励
銃
陣
盛
、
是
ハ
甲
冑
両
刀
ニ
て
西
洋
陣
ヲ
用
ユ
、
筑
前
ハ
不
甚
振
、
然
レ
ト
モ

銃
陣
ハ
専
ら
西
洋
通
り
ニ
行
ハ
ル
軽
率
已
下
ナ
リ
、
筑
後
ニ
ハ
銃
陣
不
用
長
崎
蒸

気
機
甚
盛
之
事
共
致
誇
張
候
、
要
之
今
日
之
形
勢
議
論
ニ
至
テ
ハ
ス
ヘ
テ
甚
迂
ナ

リ
、
宮
部
上
京
促
候
へ
共
、
今
冬
来
春
ま
て
ハ
閉
居
ノ
積
ニ
申
候
由
残
念
々
々
、

生（
毛
利
隠
岐
家
来
）

田
良
佑
書
来
候
、
沈
実
如
見
其
人
妙
々
、
楢（
寛
直
）崎

未
来
候
、
安
富
ハ
出
萩
未
得
一

面
候
、
陳
々
可
嘆
惜
之
至
福
（
左
近
之
允
）

原
氏
ノ
物
故
外
ニ
ハ
薩
侯
ヲ
失
ヒ
内
ニ
ハ
此
大
夫
ヲ

失
、
勤
王
之
大
缺
失
ニ
可
相
成
、
気
の
毒
千
万
後
嗣
之
処
、
佐（
八
十
郎
）世氏

能
其
任
ニ
当

り
候
ハ
ヽ
妙
ナ
リ
果
何
如

　

八
　
（
安
政
五
年
）

月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寅
拝

（
付
属
文
書
１
）

磯
村
音
介
覚
書　

明
治
四
十
四
年
三
月
三
十
日　
　

一
通

紙
本
墨
書　

 

一
八
・
〇
×
一
五
〇
・
〇

吉
田
松
陰
先
生
手
簡
ニ
関
し
て

直
八
、
姓
時
山
、
現
山
県
元
帥
ノ
手
下
、
騎（
奇
）兵

隊
之
一
人
、
先
生
之
愛
人
、
越
後

小
千
谷
ニ
て
戦
死
、
墓
地
其
地
ニ
在
り

松
介
、
姓
杉
山
、
組
之
人

仙
吉
、
姓
国
司
、
先
生
之
弟
子
、
但
直
八
よ
り
下
、
玉
木
文
之
進
之
親
類

口
羽
、
名
徳
祐
、
寄
組
ニ
し
て
学
者
な
り
、
撰
抜
せ
ら
れ
て
寺
社
奉
行
と
な
る
、

早
死

良
蔵
、
姓
来
原
、
木
戸
孝
允
之
姉
婿
、
東
京
桜
田
毛
利
邸
内
ユ（？
）ウビ

館
ニ
て
激
論

之
末
切
腹

桂
、
木
戸
孝
允
之
変
名

赤
川
直
二
郎
、
淡
水
、
九
郎
ノ
兄
弟

館
中
、
明
倫
館
之
事

縄
云
々
、
役
人
ニ
し
て
行
動
を
束
縛
し
た
る
意

内
勅
、
幕
府
方
な
れ
共
夫
れ
ニ
関
せ
す
勤
王
せ
よ
と
の
事

玄
瑞
、
姓
久
坂

身
上
之
事
、
医
者
ナ
ル
ニ
関
ら
す
儒
者
ニ
な
れ
と
の
官
よ
り
の
命
ニ
て
之
れ
ニ
な

る瑞
益
、
楫
取
男
爵
之
実
兄
、
姓
松
島
、
現
寅
之
助
之
実
父

玄
瑞
を
儒
者
と
し
て
ハ
不
可
、
所
謂
今
日
之
政
事
家
ニ
な
す
可
き
と
の
議
論
あ
る

や工
藤
、
俗
論
党
之
人

流
儀
、
山
鹿
流
之
事

大
井
浜
、
萩

堅
田
、
毛
利
家
々
来
四
五
千
石
を
領
し
、
駿
河
と
号
し
て
「
ヘ
ダ
ガ
」
を
領
す

飯
田
正
伯
、
医
者
ニ
し
て
政
事
家

山
田
七
兵
衛
、
顕
義
之
実
父

小
国
、
大
益
田
（
本
家
）
知
行
壱
万
石
之
家
来
、
「
ス（
須
佐
）サ

」
ヲ
領
ス

宮
部
、
名
𣇄
ニ
て
肥
後
之
人
、
先
生
之
極
親
友
、
早
死

中
谷
之
書
を
直
八
よ
り
先
生
ニ
渡
す
筈

軽
率
以
下
、
士
族
之
ニ
加
わ
ら
ぬ
意

筑
後
、
柳
川
藩
之
事

迂
な
り
之
意
ハ
筑
後
ニ
て
ハ
言
の
み
ニ
て
実
行
な
し

（
マ
マ
）
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生
田
良
祐
、
毛
利
隠
岐
之
家
来
、
平
生

楢
崎
、
名
寛
直
、
西
洋
銃
陳
を
早
く
知
る
人
、
信
州
長
野
県
知
事
を
永
く
せ
し
人

安
富
、
変
人
ニ
し
て
極
乱
暴
、
然
る
ニ
先
生
ハ
極
め
て
之
を
愛
せ
り
、
親
族
よ
り

遠
島
処
分
を
受
け
た
り
、
先
生
ハ
之
か
容
赦
方
を
楫
取
男
へ
依
頼
せ
り
、
遠
島
中

某
漁
夫
之
義
侠
ニ
て
逃
切
れ
り
、
先
生
之
を
聴
て
喜
べ
り

福
原
氏
、
越
後
ト
号
ス
、
大（
福
原
親
俊
）

福
原
ハ
病
死

佐
世
氏
、
佐
世
八
十
、
福
原
ノ
兄
弟
、

右
ハ
明
治
四
十
四
年
三
月
三
十
日
旁
楫
取
男
爵
を
青
山
之
寓
居
ニ
訪
い
手
簡
之
意

味
を
尋
ね
て
得
た
る
も
の
な
り
、
然
れ
共
間
々
聴
違
あ
る
や
ゝ
ふ
と
只
後
之
記
臆

之
た
め
茲
ニ
誌
す
、
尚
同
男
ハ
語
を
続
け
て
曰
く
、
松
陰
ハ
洋
行
者
之
率
先
を
為

さ
ん
と
せ
し
や
即
ち
開
国
論
者
之
元
祖
と
称
す
へ
し
、
而
し
て
井
伊
ハ
之
を
厳
罰

ニ
処
せ
り
、
幕
吏
訊
問
中
松
陰
ハ
毫
も
屈
せ
す
侃
々
と
議
論
せ
し
ニ
関
ら
ず
、
幕

吏
尚
之
を
死
刑
よ
り
減
せ
ん
と
せ
し
ニ
、
其
筆
案
を
見
た
る
井
伊
ハ
直
ち
に
自
己

腰
間
之
矢
立
を
取
出
し
之
を
死
刑
と
訂
正
せ
り
、
然
る
ニ
今
日
開
国
論
者
之
率
先

と
し
て
（
仮
令
脅
迫
之
為
め
と
ハ
言
へ
）
井
伊
之
銅
像
を
建
つ
る
人
あ
る
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
村
音
介
識

　

名
宛
人
無
キ
ハ
何
か
後
ニ
秘
る
へ
き
理
由
あ
り
て
切
取
り
た
る
な
ら
ん

（
付
属
文
書
２
）

楫
取
素
彦
書
簡　

磯
村
音
介
宛　

（
年
不
詳
）
八
月
二
日　
　

一
通

紙
本
墨
書　

 

一
八
・
〇
×
一
三
・
五

松
陰
手
簡
何
人
ニ
贈
り
候
分
カ
名
当
不
相
分
、
或
ハ
高
杉
又
ハ
土
屋
矢（
蕭
海
）

之
助
共
乎
、

断
簡
ニ
付
判
決
ニ
困
シ
ミ
申
候
、
山
陽
書
幅
ハ
又
々
差
送
り
可
申
候

　
　

八
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
彦

　
　
　

磯
村
音
介
様

《
解
題
》

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
八
月
十
九
日
付
け
松
浦
松
洞
・
吉
田
栄
太
郎
宛
書
簡

（
大
半
は
品
川
弥
二
郎
代
筆
）
の
原
本
と
見
ら
れ
る
。
松
陰
は
、
同
書
簡
の
末
尾

に
「
右
ハ
餘
り
多
事
ニ
付
、
京
へ
遣
候
書
ヲ
弥
二
ニ
写
サ
セ
候
也
、
い
つ
れ
跡
の

飛
脚
ニ
委
細
可
申
遣
候
也
」
と
記
し
て
い
る
。
内
容
は
、
松
陰
や
藩
要
路
、
塾
生

ら
の
近
況
と
動
静
を
報
告
し
た
も
の
。
た
だ
し
、
本
書
簡
に
あ
る
「
玄
瑞
身
上
之

事
」
の
く
だ
り
は
、
品
川
代
筆
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

本
書
簡
は
、
楫
取
素
彦
の
「
序
」
と
共
に
一
巻
に
仕
立
て
ら
れ
、
磯
村
音
介
覚

書
一
通
・
楫
取
素
彦
書
簡
一
通
が
付
属
し
て
い
る
。
外
題
の
「
吉
田
松
陰
書
簡　

楫
取
男
題
」
な
ら
び
に
木
箱
蓋
裏
の
「
松
陰
先
生
書
簡　

楫
取
男
題
」
は
、
楫
取

の
直
筆
で
あ
る
。

　

同
「
序
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
楫
取
の
手
元
に
は
多
数
の
松
陰
書
簡
が
あ
っ
た

が
、
人
々
の
求
め
に
応
じ
て
分
け
与
え
た
た
め
、
残
り
僅
か
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
初
夏
、
群
馬
県
出
身
の
実

業
家
磯
村
音
介
（
一
八
六
七
―
一
九
三
四
）
が
、
楫
取
か
ら
入
手
し
た
の
が
本
書

簡
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
書
簡
に
は
宛
名
が
無
く
、
楫
取
も
「
序
」
に
お
い
て
不
明
と
記

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三
月
三
十
日
、
磯
村
は
、

東
京
青
山
の
楫
取
の
寓
居
を
訪
ね
、
書
簡
の
人
物
や
内
容
に
つ
い
て
教
え
を
乞
う

て
い
る
。
こ
の
訪
問
と
の
前
後
関
係
は
不
明
だ
が
、
楫
取
は
、
磯
村
宛
書
簡
で
、

宛
名
は
分
か
ら
ず
、
あ
る
い
は
高
杉
晋
作
ま
た
は
土
屋
矢
之
助
共
か
、
と
記
し
て

い
る
。

４　

吉
田
松
陰
詩
書　

贈
福
川
犀
之
助　
　

安
政
六
年
五
月
二
十
四
日　
　

一
幅

紙
本
墨
書　
　

六
三
・
五
×
二
九
・
五

（
松
陰
在
萩
、
福
川
在
萩
）
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（『
全
集
』（
定
本
版
）第
七
巻
五
一
七
頁「
東
行
前
日
記
」／（
大

衆
版
）
第
九
巻
五
六
九
頁
「
同
」、
福
本
義
亮
著
『
註
訓
吉
田

松
陰
詩
歌
集
』
八
九
頁
（
平
成
二
、マ
ツ
ノ
書
店
復
刻
）
所
収
）

（
印
）

素
行
吾
豈
企
、
諸
友
学
師
門
、
司
獄
好
男
子
、
権
宜
想
赤
藩

　
　
　

脱
獄
謝
福
君　
　
　
　
　
　
　
　

松
陰
（
印
）（
印
）

《
訓
読
》

素そ
こ
う行

吾
豈あ

に
企く
わ
だて

ん
や
。
諸
友
師
の
門
に
学
ぶ
。
司し
ご
く獄

は
好
男
子
。
権け
ん
ぎ宜

、
赤せ
き
は
ん藩

を
想お
も

ふ
。

獄
を
脱
し
、
福
君
に
謝
す
。

《
大
意
》

　

君
子
は
素
行
す
べ
き
（
分
に
応
じ
て
出
処
進
退
を
自
由
に
行
う
）
も
の
で
あ

る
。
自
分
（
松
陰
）
は
ど
う
し
て
脱
獄
な
ど
企
て
よ
う
か
、
い
や
企
て
た
り
し
な

い
。
諸
友
（
み
な
さ
ん
）
は
師
の
門
下
に
あ
っ
て
学
問
を
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る

（
「
素
行
」
の
意
味
は
熟
知
・
実
践
し
て
い
る
）
。
野
山
獄
の
司
獄
（
看
守
長
）

福
川
犀
之
助
君
は
そ
れ
ら
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
好
男
子
（
立
派
な
人
物
）
で
あ

る
。
（
江
戸
送
り
前
の
心
情
を
勘
案
し
て
、
一
時
の
帰
宅
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く

れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
）
か
つ
て
山
鹿
流
兵
学
の
祖
・
山
鹿
素
行
が
赤
穂
藩
に

謫た
っ
き
ょ居

（
罪
を
う
け
て
、
捕
え
ら
れ
）
し
、
厚
遇
さ
れ
た
こ
と
を
遥
か
に
し
の
ぶ
ば

か
り
で
あ
る
。

《
解
題
》

　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
五
月
二
十
四
日
、
江
戸
護
送
を
翌
日
に
控
え
た
松
陰

は
、
野
山
獄
の
司
獄
・
福ふ
く

川が
わ

犀さ
い

之の

助す
け

（
一
八
三
四
―
八
五
）
の
独
断
で
出
獄
を
許

さ
れ
、
杉
家
の
家
族
達
と
決
別
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
本
書
は
、
松
陰
が
こ
の
福

川
の
厚
遇
に
感
謝
し
て
贈
っ
た
詩
幅
で
あ
る
。
松
陰
よ
り
四
歳
年
下
の
福
川
は
、

松
陰
の
人
物
を
崇
拝
し
、
外
部
と
書
信
を
交
わ
す
こ
と
を
黙
認
す
る
な
ど
多
く
の

便
宜
を
図
っ
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
、
松
陰
は
、
別
れ
に
際
し
て
肖
像
の
自
賛
を
書
き
贈
っ
て
い
る

（
「
吉
田
松
陰
自
賛
（
福
川
本
）
」
、
萩
博
物
館
蔵
）
。
松
陰
が
、
家
族
・
門
下

生
以
外
に
自
賛
を
書
き
与
え
た
人
物
は
、
福
川
た
だ
一
人
で
あ
る
。

５　

吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
（
中
谷
本
）　

安
政
六
年
五
月
二
十
四
日　
　

一
幅

紙
本
着
色　
　

一
一
六
・
七
×
三
七
・
〇

（
松
陰
在
萩
、
中
谷
在
萩
）

（
賛
＝
『
全
集
』（
定
本
版
）
第
七
巻
五
〇
六
頁
「
東
行
前
日
記
」

五
月
十
六
日
条
／
（
大
衆
版
）
第
九
巻
五
六
九
頁
「
同
」
所
収
）

［
賛
］

三
分
出
廬
兮
諸
葛
已
矣
夫
、
一
身
入
洛
兮
賈
彪
安
在
哉
、
心
師
貫
高
兮
而
無
素
立

名
、
志
仰
魯
連
兮
遂
乏
釈
難
才
、
読
書
無
功
兮
樸
学
三
十
年
、
滅
賊
失
計
兮
猛
気

廿
一
回
、
人
譏
狂
頑
兮
郷
党
衆
不
容
、
身
許
君
国
兮
死
生
吾
久
斉
、
至
誠
不
動
兮

自
古
未
之
有
、
古
人
難
及
兮
聖
賢
敢
追
陪

［
跋
］

予
為
人
書
此
賛
凡
七
通
、
今
已
厭
之
、
賓
卿
復
以
見
逼
、
嗚
呼
賓
卿
於
吾
最
舊
、

其
可
辞
乎
、
将
発
之
前
夕　
　

二
十
一
回
猛
士
寅
書
（
印
）（
印
）

［
肖
像
落
款
］

「
松
洞
」（
白
文
方
印
）、「
聴
鶴
」（
朱
文
方
印
）

《
訓
読
》

［
賛
］

三さ
ん
ぶ
ん
ろ
分
廬
を
出
づ
、
諸し
ょ
か
つ葛
や
ん
ぬ
る
か
な
、
一
身
洛ら
く

に
入
る
、
賈か

彪ひ
ょ
う
い
ず安く
に
あ
り
や
。

心
は
貫
高
を
師
と
す
る
も
、
而
も
素も
と

よ
り
立
つ
る
名
無
く
、
志
こ
こ
ろ
ざ
しは
魯ろ

連れ
ん

を
仰
ぐ
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も
、
遂
に
難
を
釈と

く
の
才
に
乏と
ぼ

し
。
読
書
功
無
し
、
樸ぼ
く
が
く学

三
十
年
、
滅
賊
計
を
失

す
、
猛
気
二
十
一
回
。
人
は
狂き
ょ
う
が
ん頑と
譏そ
し

り
、
郷
党
衆お
お
くく
容い

れ
ず
、
身
は
家
国
に
許

し
、
死
生
吾
久
し
く
斉ひ
と
しう
す
。
至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
は
、
古
よ
り
未
だ
之
れ
有

ら
ず
、
古
人
及
び
難
き
も
聖
賢
敢
え
て
追つ
い
ば
い陪
せ
ん
。

［
跋
］

予
人
の
為
に
此
の
賛
を
書
す
、
凡お
よ
そ七

通
。
今
す
で
に
之
を
厭み
た

す
。
賓ひ
ん

卿け
い

（
中
谷
正

亮
）
復ま
た

も
っ
て
見
る
こ
と
を
逼せ
ま

る
。
嗚あ
あ呼

、
賓
卿
吾
に
お
い
て
最
旧
な
り
。
そ
れ

辞
す
べ
け
ん
や
。
将ま
さ

に
之
を
発
せ
ん
と
す
る
の
前
夕
。

（
付
属
文
書
）

桂
太
郎
書
簡　

柴
田
家
門
宛　
　

七
月
二
十
二
日

紙
本
墨
書　
　

一
八
・
六
×
七
三
・
二

御
約
束
之
松
陰
先
生
之
画
像
松
浦
松
洞
之
筆
并
ニ
自
賛
持
せ
呈
出
申
候
間
、
御
笑

納
被
下
度
候
、
此
幅
ハ
老
生
伯
父
中
谷
正
亮
之
所
有
ニ
有
之
候
処
、
老
生
之
所
有

と
相
成
居
候
物
ニ
候
、
先
は
為
其　
　

拝
具

　
　

七
月
廿
二
日　

太
郎

　

柴
田
賢
兄

《
解
題
》

吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
九
）
五
月
、
江
戸
護
送
の
幕
命
を

受
け
た
松
陰
が
、
旅
立
つ
前
に
、
吉
田
家
・
杉
家
と
門
下
生
の
品
川
弥
二
郎
・
久

坂
玄
瑞
・
岡
部
富
太
郎
・
中
谷
正
亮
の
四
名
に
、
形
見
と
し
て
与
え
た
も
の
で
あ

る
。　

　

本
図
は
、
こ
の
う
ち
、
中な
か

谷た
に

正し
ょ
う

亮す
け

（
一
八
三
一
―
六
二
）
に
与
え
た
一
幅
。

　

自
賛
肖
像
の
作
成
を
発
案
し
た
の
は
久
坂
玄
瑞
、
肖
像
の
筆
者
は
門
下
生
・
松

浦
松し
ょ
う

洞ど
う

（
亀
太
郎
）
、
松
陰
の
自
賛
は
小
田
村
伊
之
助
（
楫
取
素
彦
）
の
依
頼
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

松
陰
の
自
賛
肖
像
は
六
幅
作
成
さ
れ
、
そ
の
す
べ
て
が
遺
っ
て
い
る
。
完
成
順

は
、
吉
田
家
本
・
杉
家
本
が
最
初
で
、
こ
の
中
谷
本
が
最
後
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か

に
、
松
陰
の
自
賛
の
み
の
も
の
が
二
幅
作
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
幅
（
福
川
本
、

本
稿
四
号
文
書
解
題
参
照
）
が
遺
る
。

　

中
谷
本
の
作
成
経
緯
は
、
松
陰
が
本
図
の
跋
に
記
し
て
い
る
。
松
陰
は
、
す
で

に
自
賛
を
七
幅
書
い
て
お
り
、
も
う
十
分
と
思
っ
て
い
た
が
、
旧
知
の
中
谷
の
懇

願
に
応
じ
た
。
時
あ
た
か
も
松
陰
が
江
戸
へ
旅
立
つ
前
日
の
夕
方
で
あ
っ
た
。

　

羽
織
を
纏
い
、
脇
差
を
差
し
て
正
座
し
、
右
手
で
書
物
を
捲
る
姿
を
描
く
。
こ

の
構
図
は
、
中
谷
本
・
杉
家
本
・
品
川
本
に
共
通
し
て
い
る
。

　

肖
像
の
右
下
に
筆
者
・
松
浦
松
洞
の
落
款
（
「
松
洞
」
、
「
聴
鶴
」
）
が
あ
る
。

自
賛
肖
像
の
中
で
、
松
洞
の
落
款
が
あ
る
の
は
、
本
図
の
み
で
あ
る
。
印
は
、
吉

田
家
本
・
杉
家
本
と
同
じ
く
、
関
防
印
に
大
き
め
の
「
日
夕
佳
」
、
落
款
に
「
吉

田
矩
方
」
「
子
義
氏
」
を
捺
し
て
い
る
。

　

賛
は
、
杉
家
本
と
基
本
的
に
同
文
だ
が
、
杉
家
本
が
「
身
許
家
国
9

9

兮
死
生
吾
久

斉
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
図
は
「
身
許
君
国
9

9

兮
死
生
吾
久
斉
」
で
あ
る
（
傍

註
＝
筆
者
）
。
「
家
国
」
と
す
る
の
は
、
吉
田
家
本
・
杉
家
本
・
久
坂
本
・
岡
部

本
で
、
「
君
国
」
は
品
川
本
・
中
谷
本
で
あ
る
。
な
お
、
本
図
は
、
徳
冨
猪
一

郎
著
『
吉
田
松
陰
』
（
一
九
四
二
）
の
口
絵
に
載
る
が
、
『
吉
田
松
陰
遺
墨
帖
』

（
山
口
県
教
育
会
、
一
九
七
八
）
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

木
箱
の
表
に
「
吉
田
松
陰
先
生
自
賛
肖
像　

 

野
村
靖
書
（
印
）
」
の
墨
書
が

あ
る
。
軸
に
外
題
は
な
い
が
、
表
紙
に
「
岑し
ん
ど
う堂
文
庫
」
の
朱
印
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
書
簡
一
通
と
文
書
二
通
が
付
属
す
る
。
書
簡
は
、
桂
太
郎

（
一
八
四
八
―
一
九
一
三
）
か
ら
、
桂
内
閣
の
内
閣
書
記
官
長
や
文
部
大
臣
を
務

め
た
萩
出
身
の
柴し
ば

田た

家か

門も
ん

（
一
八
六
三
―
一
九
一
九
）
へ
宛
て
た
も
の
で
、
本
図

が
中
谷
正
亮
か
ら
甥
の
桂
太
郎
の
手
に
渡
り
、
さ
ら
に
柴
田
家
門
に
譲
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
前
出
の
「
岑
堂
」
は
、
柴
田
の
雅
号
で
あ
る
。
そ
の
後
の
伝
来
経
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緯
は
、
田
中
助
一
「
不
明
で
あ
っ
た
吉
田
松
陰
の
画
像
」（
『
史
都
萩
』
第
四
六

号
、
一
九
八
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
文
書
二
通
の
う
ち
一
通
は
、『
歴
史
科
教
授
用
参
考
掛
図
』
の
図
版

掲
載
に
対
す
る
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
十
六
日
付
け
東
京
帝
国
大

学
史
料
編
纂
掛
の
柴
田
家
門
宛
礼
状
で
あ
る
。
残
る
一
通
は
、
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
六
月
か
ら
同
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
二
月
ま
で
、
東
京
帝
室
博

物
館
へ
出
品
さ
れ
た
際
の
借
用
証
書
控
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
本
図
の
伝
来
経
緯

等
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

［
註
］

（
１
）（
２
）
山
口
県
立
山
口
博
物
館
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１　吉田松陰書簡　杉梅太郎宛　　安政 2年 3月 8日（全体）

１　吉田松陰書簡　杉梅太郎宛（部分 1）
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１　吉田松陰書簡　杉梅太郎宛（部分 2）

２　吉田松陰書簡　月性宛　　安政 5年 1月11日　
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３　吉田松陰書簡／楫取素彦序

３　吉田松陰書簡　　安政 5年 8月19日（部分 1）
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３　吉田松陰書簡　安政 5年 8月19日（部分 2）

３　吉田松陰書簡　安政 5年 8月19日（部分 3）



〔山口博物館研究報告山田　　稔・荒巻　直大

−71−

３　吉田松陰書簡　安政 5年 8月19日（部分 4）

３　吉田松陰書簡／付属文書 2　楫取素彦書簡　磯村音介宛
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４　吉田松陰詩書　贈福川犀之助　安政 6年 5月24日



〔山口博物館研究報告山田　　稔・荒巻　直大

−73−

４　吉田松陰詩書　贈福川犀之助／関防印

４　吉田松陰詩書　贈福川犀之助／落款
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５　吉田松陰自賛肖像（中谷本）　安政6年5月24日
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５　吉田松陰自賛肖像（中谷本）／肖像部分
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５　吉田松陰自賛肖像（中谷本）／賛跋部分
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５　吉田松陰自賛肖像（中谷本）／関防印５　吉田松陰自賛肖像（中谷本）／落款

５　吉田松陰自賛肖像（中谷本）／松浦松洞落款
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５　吉田松陰自賛肖像（中谷本）／付属文書　桂太郎書簡　柴田家門宛

箱書／右から５（表）、２（表）、２（裏）、３（裏）


